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最近の業績の動向等を踏まえ、平成26年５月15日に公表した平成26年12月期（平成26年４月１日～平成26年12月

31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

342 △1,043 △1,041 △1,043 △54.56 

今回修正予想（Ｂ） 277 △907 △907 △891 △44.04 

増減額（Ｂ－Ａ） △65 135 134 152  

増減率（％） △19.0 － － －  

（参考）前期連結実績 

（平成26年３月期） 

434 △708 △706 △757 △39.62 

（注）当社は平成26年４月１日付で、１株につき２株の株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

２．修正の理由 

平成 26 年 12月期の売上高は、主に連結子会社である株式会社リブテックにおいて、株式会社ヤクルト本社

との共同研究におけるマイルストーン達成に伴い、研究開発活動の優先順位の見直しによる経営資源の集中投

資が図られた結果、共同研究収益等が減少することになったため、前回予想に比べ減収となる見込みです。 

上記のとおり売上高の減収となりますが、研究開発活動の見直し等により営業利益、経常利益、当期純利益

は前回予想と比べ増益となる見込みです。 

 

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
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